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地区 
（富山県黒部市） 

○ 計 画 期 間 平成 30 年度～令和 4年度 

○ 面     積 96.6ｈａ 

○ 交付対象事業費 4,604 百万円 

○ 市人口 40,361 人 

 

 

 

 

目  標   

快適で住みやすい、安心・安全な居住環境の形成 

都市機能の集約化による交流とまちの賑わい創出 

便利で安全な道路交通ネットワークの構築 

 

指  標 

 居住誘導による人口の増加、都市機

能の集約化による交流人口の増加、歩

行空間の整備による公共交通の利便性

向上を図る。 

 

事業内容   

基幹事業（4,601 万円） → 道路（４路線）、道路消雪施設、土地区画整理事業（31.3ha） 

           （仮称）くろべ市民交流センター（地域交流センター、図書館、子育て支援センター） 

               大町百年桜通り整備事業 

    提案事業（  3 百万円） → 事業効果分析事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住誘導区域内人口 5,878 人 (H27) → 6,315 人 (R4) 

交流センター利用者数 180,759 人/年 (H27) → 250,000 人/年 (R4) 

公共交通利用者数 1,378,985 人/年 (H27) → 1,531,000 人/年 (R4) 

地区概要 

居住環境や歩行空間の整備、中心拠点誘導施設の整備等によ

り、中心市街地への居住誘導と賑わい創出を図る。 

ポイント 

都市機能の集積と充実した公共交通等ネットワーク

を活かした中心市街地の再興 
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地区の現況と課題 

 

本地区は、商業施設や医療施設、市役所、教育機関等が集積す

るとともに、富山地方鉄道やあいの風とやま鉄道とバスを連携す

る公共交通機関の結節点であり、市の中心市街地として機能して

いる。 

これまでも面的整備や道路整備等により安全・安心な居住環

境の形成に努めてきたところであるが、北陸新幹線開業に伴い、

交流人口が増加したことや民間企業の本社機能一部移転等の本地

区を取り巻く環境の変化により、民間企業と連携した居住環境の

整備や公共交通ネットワークの利便性の向上、歩行空間の確保等、

交通まちづくりへの対応が課題となっている。 

 また、人口減少に伴う空家、空き店舗の増加や交流拠点となる

施設の不足により、中心市街地の活力が低下していることから、

次代の本市を担う若年層の人材育成と交流拠点となる施設の整備

が必要となっている。 

 

 

 

計画策定プロセス 

 

ＮＰＯ法人黒部まちづくり協議会 

（三日市ワークショップ） 

 ＮＰＯ法人黒部まちづくり協議会が５つのワークショップを構

成し、市民一人ひとりから始めるまちづくり活動を展開している。

中でも、地区内を活動の基盤とする「三日市ワークショップ」で

は、メンバーが主体となって意見を交わし、イベントの定期的開

催（やってみっか市）や、地域の活性化を見据えた都市整備のあ

り方や活用方策の検討等を実施している。 

 

都市再生整備計画事後評価委員会 

これまでの都市再生整備計画の実施過程、課題の達成状況をもと

に、今後のまちづくり方策について有識者、住民代表による意見集

約を行った。 

▲ 三日市保育所周辺土地区画整理事業 

▲ 民間企業と連携した 
  一般乗合バス「南北循環線」 

▲ ＮＰＯ法人黒部まちづくり協議会 
  「やってみっか市」の様子 

▲ 民間企業が進める住環境整備 
  「パッシブタウン黒部モデル」 
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